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ニ ユ - ス

Y.B.Kim宙ell). 9月より1年間物性研大塚に滞在

三 宅 哲的 9月より1年半の予定でエリinois大学に静在

米 沢 冨美子 8月 1日付で基研助手となるo

プ レプ リン ト案内

〔久保研〕

･MagnetircOrdringin 工-nsulatingSolids(P.A.Vandalenj

iElectron Transpor七 inA皿OrPibOuSMaもeriaユsI=田･Springer)

INuclearRelaxation in王子ydrogen GasandLiquidLJ.M･

De11もch and I.Oppenheizn)

･CorrelationFuncもio工ユApproach to もheTransorも Coefficients

neartheCriticalPoinも 工区yoziK庄野a-Saki)

･QuantIm hToiseVTiT:TheRateEquaもioqsandAmplitudeNoise

in Ijasers的 IvinLa奄

ーX｣ミayEⅩGiもons in Liもhiu皿乱 T,Shuey)

IElecronTransporも in Amo工●pⅠ10uSMaもerials工Ⅰ田ernard

S衰ringer)

･TheoryofRelaxationPhenomena inPolymersCR.N･Wわrkand

S.Fujita)

･胞 gneもicandCTys･tallographicStudiesonRareEarth

Germanides匹a乙1ユkoSekiZiaWa)

･地 gneticPrope£tiesofBareEarthrnもermeもallicCoⅡ野Ounds

in Gd払g,Gd,.工n)andG-a.(Cu,Ag,Au)systems(瓦.S卓ki2点間礼and

∴SもatiBticalMe血 nics｡fTurbulenも PlasmKigaIS竃 .ca誓)Nishik珊

･DiffusionConstanも8-near もheCritical Poinも forTimeヤ
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プレプリン ト

Dependenも IsingModelsIII･ Self-DiffusionConBtan七

匹yojiKaⅦasaki)

･opticalProperもie苧OfAg-AuAlloys田irohiもoF血 も弧iand
osamu-sueokaj '-lノ

.OnもheNon⊥PowerDe五S土もy 丑ⅩpansionofTransportCoeffici-
enもS(SbigejiFuji声a)

〔物性研中嶋 ･阿部研〕

DiffusionConsもanもsnearもheCriticalPoinも forTime-

Dependeヱユも Isiユユ.gModelsI工I･ Self一重ifflユSionConsもan七

匹yo2;.ii(a甘aSaki)

CorrelationFlエ1CもionApproach もo 七heTransportCoefficients

エ1声artheCriもicaユPoint I 匹yoziKa-wasake).

Effecも~ofFerro皿agleもicSpinCorrelationson

Superconducもiviもy CJ.F.BerkandJ.a.S̀chrieffeZ･)

An0maiolユSScatteringbymagneticimpuritiesin

Superconducもors 置aZ;uniMaki)

On 七heCoexistenceofSuperconductivityandFerromagne七ism

Fumih主koTakano)

GrourL丘StaもeofT､fiql】idHp,1iuiu DubUlユDulh,+.うnll.qfnrMA｡S

3and4 四亀1もer宜_Massey)

〔物性研 理論 工〕

･ANoteonもhemeoryofCovalancyand･Super exchangein

TransitionMetalSalもS 田 .Simanekand班.Tachiki)
I
･Qua出もⅧ NoiseVII:m e RateEquationsandAmplitudeNoise

-inLasers 即.Lax)
/
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I:LatticeModulationsin theCuAuAlloy 即･Tachiki)

･con七riblユtionもothe王王yperfineFieldfromCaもionTCaもio31
InteraGtionS 即.L.Euang,氏.Orbach andE.Simanel,i)

′
･ strucもurp,h ecもronユquedeBmetauXde もransitionliquides
F･Cyrot-Lackman頭

･Tension BuPerficielledosme/もauxdamsI′approximationdos

aectronBPreSqlユeユibreBCC.Thibaudier)

(理論 工り

IEffecもofFerromagpeもicSpin Correlationson-Supercondu-

ctivi七y 即･F･BerkandJ･R･Schrieffer)

Ipropagation of･ZeroSoundinLiguiafI芸atLowTe工野eratures

(町.A.Abel,A.Ci.Anderson,and.J.C.WheaもIe豆)

ANonlinearTheoryofCurrent-Satufaもion in Piezoelectric

INonlinearCは上すanomagneもicPhenomenain CadmiⅦnSulfide

即.Saitoh)

掲 示 板

多体問題研究会を今年度後期に 2回に分けて行います｡第-回 として10月13

白粥～15日出 3日間､東京都八王子市の大学セ ミナーハ ウスで行い ます.午前

中は貴義形式で 次の方々にお願い致しますO

沢田克郎 : 壬払rdSphereBoL;qeandFermi aas と変分方法

久保亮五 : 題未定

松原武生 : 多体問題に於 るGTee頭萄数

午後は個別研軍の養家と自重討論で､詳細 は後程お知 らせします｡約 25名の

筑二線研究者を招待する予定ですがーその他に現役で若手で将来性ゐある方を
-203-
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掲示板

ユ5名内妻25名公募致したいと思いますので,多体問題に深い絹心を揮っておら_

れる方は東京都文京区大塚 3-19､東京教育大理学部物理教室大沢健郎宛に

｢多体問題研究会宛｣ と朱書されてお手紙を頂きたく存 じます｡締切は9月15

日です｡

応募 される方は所属､地位 と今までの仕事の大体の専門分野を書いてお知 ら

せ下さい｡

東京教育大学理学部物理教室

宗 田 敏 雄

(付記)

､基研で行 うことになるか もしれません｡

｢告｣

物 性研 究 刊 行会 定 款 (莱 )

物性研究は活字印刷でないので第 3種郵庫助としての認可が得られなかった

のですが､最近郵便競用の改正で学術刊行物としてtI)旗を受け､郵送料が安 く

なる可能性が出て参 りましたOその必要条件の一つとして刊行会が定款を持た

ねはならぬ事になりましたので編集委員会において次のような案 を作 りましたO

御承認をお願いしますO御異議がござい ましたら来 る 9月30日.までに御連絡下
ヽ

さい｡掃集委員会議において再考します｡なければ御了承下さったもめ.として

取扱いますO (松 田 辱 嗣)

㌻コ

第一章 鎗 BfJ

第 一 条 本会は物性刊行会とい う0

第 二 条 本会は物性物理学の研究に関して､会員の研究意見､研究に関連 し

た情報の速やかな発表,交換をはかることを目的とするO

第 三 粂 本会は綿条の目的を遵するために物性研究を刊行する0

第 西 条 本会 は事務所を京都市左京区北白肝追分町.京都大学基礎物理学､研

究所内に置 く｡
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掲示板

第 五 条 この定款の実行に必要な細則は､委員会議の決議により定め るO

第二章 会 員

第 六 条 本会は個人会員及 び_機関会員とからなるO

第 七 条 個人会員及び､頓用会員と七 て入会しようとする者又は団体は､委

員長に申込みその承認を得なければならない｡

甜項により入会を承認 された個人会員は入会に際して入会金 1他
門を納めねばならない｡

第 八 条 個人会員及び,横鏑会員は夫々月額 160円､300円の会費を前納せ

ねばならない｡

第 九 条 会費を滞納した会員に対しては､物性研究の配布を中止 し退会 した

ものとみなす｡

第 十 条 個人令員iD退会の際は入会金を返 さないO

第十一条 虎駒の会費は.いかなる理由があっ′ても､これを返遼しないO

▲

●_∫

第三章 委員及び会議

第十二条 物性研究刊行のため,会員の互選する委員長一名及び若干名の昂集

委員と会計委員を置 く｡

第十三条 委員の選出は委員長に-任され.任期は原則としてもうけないO

第十四条 委員長は本会 を代要し､会務を総理し､委員会議を招秦 してその議

長 となる｡

委員長の任期 は原則として5年 とし､委員長に事故のあるときは代

行者を置 くことが出来 る0

第十五条 餌葉番員は刊行物の環集を担当 し､会計委員は会計に関する事事 を

行な う｡_

第十六条 委員会議では刊行物の霜集方針､その他会員か ら提出ざれた議案を

審議決定し､執行の責任を負 う｡

第十七粂 委員会議は原則として毎月一回開 くO
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掃示板

第四章 会 計

第十八桑 本会の資産は,設立後の入会金及び､会費である0

第十九条 本会の刊行事業遂行に要する費用は入会金及び､会費をもって支弁

する｡

第二十 条 本会の収支決算は,毎会計年度終了後二ケ月以内に委員長が作成し､

委員会議の承認を受け､物性研究誌上で会員に報告しなければなら

ない｡

本会の収支計算に剰余金があるときは,委員会議の承認を受けて､

その全部を翌年度に繰 り越すものとす る｡

第二十づ臣 本会の会計年度は毎年 10月 1日より翌年 9月 30日までとする｡

第五章 定款の定更及び解散

第二だ 条 この定款は委員会議において､三分a)二以上の議決及び､承認を緩

ねは変更することができない｡

第二空≡条 本会の解散は委員会議の四分の三以上の議決を経なければならないo

付 周

第 一 条 この定款は昭和41年 月より施行する

編集後記

ようやくしのぎやす くなり研究に仕事にお忙がしい所とは思いますが ｢告j

だけは是非読んで下さい｡今迄定款さえなかったのかといわれますと一言 もあ

りません｡この雑誌刊行のそもそもの目的は桑葉に記載してある如くインフォ

ーマルに情報の交換を行うとい う事でしたのでそれ程厳密な会恥 ま不必要だと

考えてお りましたo うかっといえは正におおせの通 りですが運営は殆んど条文

化した内容通 りに今日迄行われて来ております｡
-206-
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掃示板
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霜集後記

来月号は久しぶりに東大教養の特集号をお送 りしますO御期待下さいO

半導体国際会議や第二回TokyoSuE皿erInBtitllte が謂かれ ますOニュー

ス感想意見等をお寄せ下さい｡

物 性 研 究

第 6巻 第 5号

旦966年8月20日発行

発 行■人 後- 田 博 嗣

印 刷 者 倉京島 島 崎鮎 町 11

発 行 所 物性研究刊行会
竃詰 (77)8111内線983
振 替 京 都 5 3 2 1
京都市 左 京 区北 白川 追分 町
京都大学 蕗 川 記 念 館 内
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